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れている。しかしながら、AMS は磁鉄鉱の粒径に依存するために、常に AMS が堆積物の古流向を示すかは
疑問である。 
 本論文では、古津波堆積物と思われる未固結堆積物を AMS で測定し、AMS が必ずしも古流向を示さない














AARM は残留磁気を利用するため、この単磁区の影響を受けない。そこで AARM の測定を実施したところ、
長軸・短軸方向は AMS のそれぞれ短軸、長軸方向に対応していたため、単磁区効果が生じていることが認め
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られた。さらに、この試料で単磁区効果が生じる原因を探るため、試料に含まれる磁性鉱物を電子顕微鏡で
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 津波堆積物の研究は、1980 年代後半から研究が進められるようになり、2004 年のイン
ドネシア・スマトラ島沖地震と 2011 年の東北地方太平洋沖地震以来、飛躍的に研究例が
多くなっている。近年、津波の流れを推定するために、津波堆積物に対して帯磁率異方性
と呼ばれる手法が応用されている。帯磁率異方性とは、岩石や堆積物中の磁性鉱物の配列
を、印加した磁場に対する磁性鉱物の応答によって鉱物配列を推定する手法である。磁性
鉱物の配列のみから、間接的に堆積物の鉱物配列を推定する手法であるため、両者間の共
軸性に問題がある。この欠点を理解せずに、磁気異方性の手法を応用すると根本的に鉱物
配列を推定することを見誤る。これまでの津波堆積物における帯磁率異方性の研究はこの
点を考慮せずに実施されていた。そこで、著者は単に帯磁率異方性を津波堆積物に応用す
るだけでなく、未固結堆積物の鉱物組成を考慮しながら、さらに非履歴性残留磁気異方性
を初めてこの堆積物に応用した。その結果、一部の津波堆積物においては鉱物配列の主軸
が入れ替わることを見出した。この結果をそのまま天然に適用すると、流れの方向やその
強度を見誤る。この視点でこれまでの研究をレビューすると、津波堆積物ばかりでなく、
一部の海底地滑り起源の堆積物でも、同様に主軸が入れ替わっていることを発見した。し
たがって、著者の研究によって、これまで受け入れられていた解釈を改めなければいけな
いことを指摘したことが成果である。 
 昆周作氏が提出した論文は、津波堆積物に止まらず様々な堆積物の鉱物配列が、いつも
帯磁率異方性によって特徴付けられるわけではないと結論づけた点で新しい。 
 本研究は筆者が自立して研究活動を行うのに必要な研究能力と学識を有することを示し
ている。したがって、論文審査委員会は全会一致で、昆周作氏が提出の博士論文が、博士
(理学)の学位論文として合格であると認めた。 
 
 
 
 
 
 
 
